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食品に対する消費者の関心は、安全だけでなく、品質全般へと広がっています。
クレームとなりうるリスクを減らし、ブランドの向上と維持のために最善の対策を取ることが望まれます。
そのような状況をふまえ、最新のⅩ線検査機を使った検査事例を紹介します。

納品先からお弁当のおかずが抜けているというクレームを受けたことはないでしょうか-　
目視チェックでは長時間の作業や習熟度の違いから欠品を見逃すことがあります。また、非透明の蓋をつ
けたあとではカメラによるチェックもできません。 質量検査機でチェックできそうですが、全体の質量を見
るだけでは、何種類も入っているおかずの重さのばらつきから、欠品していても正常と判定することがあり
ます※1。 おかずの抜け対策には、Ⅹ線検査機で領域別複合検査を行うことが最善の方法です。

お弁当のおかず欠品検査

X線検査機-事例紹介

例として、1品10gのおかずが6種類入っている場合

仮に1品半分しか入っていなくても、
他のおかずが多めに入っていると誤判定してしまう

10 + 10 + 10 + 10 + 10 + 10 ＝ 60g

11 + 11 + 11 +  5 + 11 + 11 ＝ 60g

検査例

正常品サンプル

正常品サンプル

エビフライ欠品

漬物とキウイが入れ替わっている 卵焼き一切れ欠品

ご飯の不足と異物混入

おかずの欠品や過不足の検査を行いながら同時に異物検査も可能です。

表示詳細

エリア4エリア2

エリア3エリア1 色がついたら欠品か過不足

エリア

ご飯の過不足
⇒ 相対質量検査による判定

エリア

おかずの過不足
⇒ 相対質量検査による判定

エリア

おかずの過不足
⇒ 相対質量検査による判定

エリア

おかずの有無
⇒ 欠品検査による判定

【例】判定項目と使用機能

● 梅干し入りご飯の場合、相対質量と欠品検査の併用により梅干しの有無も検査可能です。
● 最大検査エリア数は4つです。どのエリアも個別にNGと判定する基準を設定できます。

（注）検査エリア数を増やすことも可能（有償）ですが、機能が制限される場合があります。
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弁当容器の各ポケットに合わせる形で複数の検査エリアを設定し、おかずの有無、過不足を検知します。

Ⅹ線検査機で領域別複合検査を行い、おかずの欠品や不足を発見します。
1つの商品に対して複数の検査エリアを設定し、どれか1つでも基準の範囲を超えるとNGとします。

正常

すべてのエリアに
おかずが入っている

欠品

右上のサバが
欠品している

※1

判定は、相対質量検査・欠品
検 査・形 状 検 査のいずれか
もしくは併用で行なっています。
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